
令和４年度公益社団法人北谷町シルバー人材センター事業報告 

 

令和４年度も、新型コロナウイルス感染症の流行はなかなか収束が見えず、加えて、 

ロシアによるウクライナ侵攻の長期化に伴う原油や天然ガス、穀物などの原材料価格や

物価の高騰が続き、国民生活や経済に大きな影響を及ぼしています。 

このような状況のもと、当センターにおいては、前年度に引き続き新型コロナウイル

ス感染症予防対策や健康確保に努めながら、会員一人ひとりが長年培ってきた知識や技

能・経験を生かした就業やボランティア活動などを通じ、地域社会の活性化に貢献でき

るよう各事業に取り組んでまいりました。また、業務面では、各種講習会等は規模を縮

小しての開催や中止、外部会議や研修についてはオンライン形式が主流となるなど、安

全に配慮した事業執行となりました。 

こうした中、令和４年度の事業実績の概要は、受託事業においては、受注件数は５１

３件で前年度比１５件の減となりましたが、契約金額は１３４,９１９,６４３円で５,

９２６,９８６円の増額となりました。 

一方、派遣事業については、企業にとって厳しい社会状況が続いたことから、就業延

人員は、昨年度に引き続き目標数値を下回る結果となりました。 

会員数については、ここ数年減少傾向が続く中で、前年度比１３名の増加となりまし

たが、目標数値の達成には至っていないことから、今後も会員の拡大に向けて一層の取

り組みが必要となっています。 

安全・適正就業については、受託事業等業務員２名を安全・適正就業推進員として

配置し、就業現場の巡回による安全指導を強化すると共に、連合が主催する安全・適正

就業担当者会議や研修に会員等の派遣を行うなど、安全就業意識の高揚を図りながら事

故防止に努めました。 

 今後も、公益法人として適正な事業に取り組むとともに、地域社会のニーズに的確に

応えられるシルバー人材センターとして、事業を推進してまいります。 

 以下、令和４年度の事業概要について報告いたします。 

 

 

 本 年 度 前 年 度 差   異 伸 び 率 

会 員 数 １９７人 １８４人 １３人 7.07％ 

受注件数 ５１３件 ５２８件 △１５件 △2.84％ 

契約金額 134,919,643円 128,992,657円 5,926,986円 4.59％ 

就業延人員 １７,６２３人 １６,６０６人 １,０１７人 6.12％ 

就 業 率 ８６.３％ ９０.２％ △３.９％ △4.32％ 

派遣延人員 １９４人 ２３９人 △４５人 △18.83％ 

ボランティア 

参加延人員 
１８９人 ９９人 ９０人 90.91％ 

[令和４年度事業実績] 

 



１ 有料職業紹介事業及び一般労働者派遣事業の推進 

・有料職業紹介事業は、企業等から求人申し込みの依頼は無く実績を上げることは

できませんでした。 

・一般労働者派遣事業については、新規発注者の開拓や既発注者の掘り起こしを行

うと共に、登録人員の拡大及び派遣先の確保に取り組みましたが、コロナ禍や発

注者の契約解除の影響等もあり、就業延人員は前年度より減となりました。 

 

 

 令和４年度 令和３年度 前年度比較 

受注件数 ２件 ２件 ０件 

契約金額 613,008円 573,389円 39,619円 

就業延人員 １９４人 ２３９人 △４５人 

 

２ 研修・講習事業の開催 

  ９月には、新型コロナウイルスの感染状況が落ち着いたことにより、２年間中止し 

ていた、沖縄警察署交通対策課職員による「高齢者交通安全講話」を２日間にかけて

実施し、会員の安全運転に関する意識の向上を図りました。 

また、就業を希望する町内の一般高齢者及び会員の就業に必要な知識や技能の取

得・向上を図るため、「樹木の剪定講習会」をホ－ムページや町広報誌等で呼びかけ

て開催しました。 

その他にも、ニライ消防北谷消防署から講師を招き、事務局職員を対象とした「普

通救命講習」行い、心肺蘇生法や AEDの使用方法など緊急時の応急処置に関する知識

やスキルを習得しました。 

 

３ 普及啓発活動の推進 

  センター事業の情報発信として、会報誌「シルバーだよりちゃたん」を年３回発行 

し、会員及び公共施設等に配布しました。また、町広報誌に会員募集や講習会の案内

等を掲載し一般町民への普及啓発に努めるとともに、自治会やイベント会場において

会員募集や業務内容を紹介したチラシやリーフレット等の配布活動を行いました。 

センターの事業を積極的に発信するためのホームページについては、業務内容や会 

員募集等を更に分かりやすくするため、掲載内容等のリニューアルを行いリアルタイ

ムな情報提供を心掛けました。 

さらに、１０月の「シルバー人材センター事業普及啓発促進月間」では、町役場ロ 

ビーにおいて、「シルバー事業普及啓発ミニパネル展」を開催し、当センターの活動

状況写真パネルの展示や会員の製作した工作物・手芸品の展示販売の他、腐葉土の販

売及び無料配布を行うなどして、シルバー事業の普及啓発活動を推進しました。 

 

４ 安全・適正就業の推進 

・毎朝のミーティングにおいて、安全保護具の着用、機械器具や車両の点検整備など 

[一般労働者派遣事業] 

 



 

確実に実施するよう呼びかけ、安全就業の徹底に努めるとともに、夏場の熱中症予

防対策では、こまめに水分補給と休憩をとることを周知しました。 

また、県シルバー人材センター連合の安全・適正就業指導員と当センター推進員に

よる共同での就業現場巡回指導を毎月実施し、会員の事故防止に対する安全就業意

識の向上を図りました。 

・道路交通法施行規則の改正により、運転業務に従事する会員等の運転前後のアルコ

ールチェックが義務化されることに伴い、アルコール検知器を導入し、毎日就業前

後にチェックを行い安全運転及び飲酒運転根絶の取組み強化を行いました。 

また、車両事故防止や発生時の対策として、新規購入車両には、バックモニターと

ドライブレコーダーを取り付けました。 

・令和４年度は、会員傷害事故が１件、損害賠償事故２件、車両事故３件が発生する

結果となりました。前年度より７件の減少とはなりましたが、引き続き安全就業に

対する取り組みを強化し、無事故を目標に努めてまいります。  

・新型コロナウイルス感染症対策としては、昨年度と同様に３密の回避、マスク着用、 

手洗い等の徹底及びワクチン接種の推奨、さらに各事業班に消毒液スプレーの提供

を行いました。 

 

５ 調査研究事業の実施 

 ・当センターが草木類資源化処理事業にて生産している腐葉土の今後のより一層の品

質及び生産性の向上を図るため、西原町シルバー人材センターと南城市シルバー

人材センターを訪問し、施設や生産工程、販売方法等について視察研修を行いま

した。 

・会員が希望する就業職種の調査及び健康診断受診状況並びに健康状態等について、

アンケート調査を実施しました。 １９９人送付 ⇒ 回答 １０１人 

  健康調査の結果については、会員の健康管理の意識の高揚を図るため、会報誌を通 

じて健康に関する情報を掲載しました。 

・効果的な事業運営に反映させるため、会員の就業態度や仕事の仕上がり状況等につ

いて、発注者満足度アンケート調査を実施し、発注者に提供するサービス内容の改

善に努めました。 送付先 ⇒ 企業１０件、一般家庭１０件、派遣事業２件 

 

６ 就業分野の開拓・拡大 

 ・町が発注する公共施設の軽微な維持管理について、町当局の理解の下、受注の拡大

を図りました。 

 ・民間事業においては、職員による町内の一般家庭へのシルバー事業の宣伝チラシや

会員募集チラシのポスティングを行い、就業機会の確保等に取り組みました。 

 ・「一会員一事業の開拓・会員の加入促進運動月間」を設けて、会員と役職員が一丸

となって事業開拓と会員獲得を組織的に取り組みました。 

 



７ 草木類資源化処理事業の推進 

令和４年度は、町内で収集された草木類２４２トンの処理を行いました。収集され

た草木類については、資源化処理の一環として腐葉土の生産を行っています。 

腐葉土の活用としては、町民を対象に安価で販売するとともに、各種イベント会場 

において小袋での無料配布や公共施設の植栽事業に無償提供するなど「草木類資源化

処理事業」のＰＲを行いました。また、今年度より新たな取り組みとして４自治会公

民館において、腐葉土の定期訪問販売を実施して販売促進を図るとともに会員募集等

のチラシ配布を行うなどして、シルバー事業の啓発に努めました。 

 

 

 令和４年度 令和３年度 前年度比較 

販 売 数 ９,２３９袋 ７,６８７袋 １,５５２袋 

販売金額 1,478,240円 1,229,920円 248,320円 

 

８ 相談及び情報提供の推進 

 ・職員による、町内の一般家庭への会員募集チラシのポスティングを一部地域で配布

しました。 

また、毎月第三水曜日に、入会を希望する地域の高齢者に対し、説明会を実施し入

会の促進を図りました。 

 ア 入会説明会    ９回  参加者２９人 

 イ 相談・情報提供  ３１回 

 ・毎朝のミーティングで、会員へ当センターの動向及び県内の拠点センターの情報等

を提供するとともに、随時会員からの諸相談等も受けてきました。 

・町広報誌や会報誌等で広くシルバー人材センター事業について、町民に情報提供

を行いました。 

 

９ 社会参加活動の推進 

地域社会の奉仕活動の一環として、１０月のシルバー人材センター事業普及啓発促

進月間中に、町立３保育所において、園児や保護者、会員と一緒にプランターへの花

植え作業を行いました。参加した園児や会員がとても楽しそうで、作業をとおして世

代間交流を図ることができ、初めての試みでしたが充実した活動となりました。 

その後、北谷町役場前に移動して、役場周辺と町民広場の花壇及びプランターへの

花植え作業や清掃活動を実施しました。 

   

[腐葉土販売実績] 

 


